
 

中央通りさくら並木公園 
ワークショップ 第４回 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 20年 12月 17日（水）に、中央通りさくら並木公園（吉祥寺北町 4-11）の第４回ワーク
ショップを開催しました。 
前回に引き続き市民の方々と一緒に、公園の利用や管理のイメージについて、計画図の叩き台

案をもとに話し合いを行いました。 
続く第５回は平成 21年 2月 4日（水）に開催します。 
 
テーマ：公園の利用や管理のイメージについて 

目的：①さまざまな利用の場面をイメージして計画図を検討します 

   ②合わせて必要な管理や運営についても考えます 

項 目 主な内容 

1)前回の振り返り ・前回のまとめ資料を基に、成果を振り返りました 

2)参考資料の説明 ・事務局作成の計画図（３案）の説明 

3)計画図案の検討 

・参加者各自で計画図案を叩き台にして考えました 

具体的な利用や管理をイメージしてみる 

計画図案の良い点や課題点を整理する 

4)ディスカッション 
・参加者全員が意見を述べ、設計者、事務局とディスカッショ

ンをしました 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全員が意見を述べディスカッションしました 事務局から計画図案の説明をしました  
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◆事務局作成による計画図案は次の３つです。 

基本計画図案（叩き台） 

Ａ
案 

 

・前回の第３案を基本に作成

しました。 
・公園利用と管理に必要な回

遊動線や出入口を設けま

した。 
・休息ゾーンは特に設けてい

ません。 

Ｂ
案 

 

・前回の第２案を基本に作成

しました。 
・休息ゾーンを中央通りに面

した北側に寄せて配置し

ています。 

Ｃ
案 

 

・前回の第１案を基本に作成

しました。 
・休息ゾーンは敷地北東に配

置しています。 

 



◆各案の断面イメージは次のようになります。 

断面イメージ案（叩き台） 

ａ 

 

ｂ 

 

ｃ 

 

ｄ 

 

ｅ 

 



◆全員で議論した内容は次のとおりです 

項 目 議論の内容 

公園の利用 
イメージなど 

・公園の楽しみ方として、庭園をゆっくり見て、のんびりするようなイメージが

ある。 
・シンボルとしてシダレザクラなどがほしい。 
・庭園のように楽しみたいと思っているので、植栽と石、原っぱとのバランスを

考えること。現況樹木の位置から考えた散策道にしてほしい。気持ちよく散歩

ができるようにする。 
・真ん中の原っぱの部分にも、南側の雑木林の要素をしみ出させてはどうか。日

本ならではの美しさを活かした「庭園公園」にしてほしい。 
・近くの人が利用するなら、あまり手をかけなくてよいと思うが、立地から言っ

て市外の人も来るので、そんな人たちも楽しめるようにしたい。トイレも必要。

人がいっぱい集まる場所ならなおさら。コンビニのトイレが使えるが、いつ無

くなるか分からない。 
・あまり大きな原っぱにこだわる必要はないと思う。 
・公園の中にもう少し起伏があってもよいと思う。 

動線の設定に 
ついて 

・Ａ案など、バス停後ろの低木植栽に踏み分け道ができたら自転車が入ってきて

しまう。公園の東側と西側を結ぶ近道としての利用も考えられるので工夫す

る。 
・公園内の園路は回遊式になっていないといけないだろうか。 
・子供が自転車で走り回ったり、乱暴な使い方が考えられるので、道はもっとく

ねくねしていてもよい。あまり走りやすくする必要はない。 
・近道利用を規制するには、チップ敷き園路がよいが、車椅子には使いづらい。

双方のバランスをとることが大切。 
・自転車の乗り入れは、禁止にしてほしい。駐輪場は必要である。 
・車椅子のタイヤがあたる幅だけ舗装すれば、抜け道としての利用が少なくなる

のではないか。 
・北側は自転車も通れる園路、南側は庭園的な散策路に使い分けるとよい。 

公園の囲い方

について 

・車椅子利用よりも、子供の利用の方が心配。門の無い、自由に行き来のできる

公園が理想だが、ボールが転がったりしないだろうか。 
・バス停、コンビニ、近道など生活と密接に関わっているので、基本的に自由に

するのも一つの考え方。なすがままに、人を受け入れるような公園であっても

よい。 
・マンション住民としては、公園からの視線の問題もあるが、騒音も心配になる。 

施設について 

・花壇は手入れが大変で、土だけになると寂しいなどがあるので、花木にしたり、

モミジや低木など色味がある植栽にしてはどうか。 
・この場所では、自転車置き場は、バス停との関係を考えても、それほど問題に

ならないと思う。放置自転車は、バスに乗るためと、ゴミとして捨てていく場

合がある。 

その他 

・東側のヒマラヤスギ周辺の水はけが悪いので、設計時に改善策を検討する。 
・防犯面で、見通しの確保やゴミ投棄が心配である。 
・簡単な四阿のようなものが、マンションからの視線を防ぐためにもあってよい。 
・ワークショップの初めのころに出したアイデアも忘れないこと。 
・今の公園の名称は長いと思う。もう少し特色のある、簡単なものを考えてはど

うか。 
※次回は、今回出された意見を踏まえた計画図案を提示する予定です。 
 

武蔵野市 都市整備部 緑化環境センター 


